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船坂の農作物を守る為に・・・ 

１月２７日（土）、雪で真っ白の船坂公会堂で鳥獣被害対策セ

ミナーが開かれました。このセミナーは、船坂まちづくり部会の

会議がきっかけになり、船坂農会が中心となって、現地調査を含

めた兵庫県事業を活用したものです。阪神北県民局の挨拶の後、

野生鳥獣対策連携センターから害獣の特徴・対策の基本・電柵や

ワナの仕組みなどが説明されました。電柵は侵入させない工夫し

た設置が必要・侵入危機時間帯の通電は徹底、電柵設置が悪い箇

所があると獣が電柵を恐れなくなり良い電柵箇所に悪影響が出る

等、基本厳守が大事なことを改めて気づかされました。現地調査

結果は、①平木地区で藪から田畑への侵入路（獣道）が無数、大小各種の大量の足跡。②北谷地区も畦に

堀り起しあり。③電柵設置管理の悪例が点在。対策提案として①電気流さない電柵の撤去。②電圧維持管

理徹底。③耕作放棄地と藪の管理。があげられました。（編集長：中西 学） 

餅つき体験 

１月２０日（土）、船坂里山学校にて行われた船坂餅つき体験に参加

して来ました♪雪が降るのではないかと心配されるほど寒かったのです

が、参加した子どもたちは元気にグラウンドを走り回り、準備運動も万

端！まずは順番に石臼と杵で餅をつかせていただきました。小さい子に

は力のいる作業でしたが、「よいしょー！はい、もいっちょ、よいしょ

ー！」と掛け声をかけていただきながら、みんな楽しそうについていま

した。「うわぁ、お米からできるんやね～！」と順番待ちの子どもたち

も興味津々で見ていました。その後は出来たお餅を丸める作業も体験さ

せていただき、初めはうまくできなかった子も、コツを教えていただきながら、上手に手早く丸めること

ができるようになっていました♪完成したお餅は、昨年はお雑煮にしていただいて試食させていただいた

のですが、今年はお雑煮プラスぜんざいもふるまわれ、子どもたちはおかわりまでさせていただき、大満

足の様子でした！ 近年、石臼と杵で餅つきをする機会は少なくなってきていると思うのですが、その中

で貴重な体験をさせていただきました。当日はケーブルテレビ、Ｂａｙｃｏｍさんの取材も来られてお

り、船坂の様子がとても魅力的に映っていました。企画、ご準備、運営いただいた船坂里山学校のみなさ

ん、ありがとうございました♪（編集委員：山 有里） 
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船坂まちづくりの進み具合は？ 

１月７日（日）、船坂公会堂で「船坂まちづくり会

議」が開かれました。船坂の農地をどうすればいいか

検討した「船坂平木地区農業元気基本計画（案）」の説

明と、活動中の定住促進・古民家活用の各進捗報告が

されました。 

農業げんき計画は２０数個の具体的な取り組みを、

すぐ取りかかるのが簡単か難しいか、短い期間ででき

るか長期間かかるか、とで区分して、進め方を検討しようというもの。出席者からも「地権者の参加が一

番大事」「昔の取り組みの中止、衰退をふまえて今回は実現してほしい」「まちづくり活動をもっと住民に

知らせるべき」等の意見がでました。定住促進（空き家３件の地域内外紹介）、古民家活用（「パンを焼い

て、茅葺屋根を直そうイベント」実施中）とあわせ、まちづくり活動を船坂全体で考える必要があると思

われます。（編集長：中西 学） 

 第 2 回古民家ワークショップを行いました！ 

1月 21日(日)に古民家ワークショップの第２回を行い

ました！ 

小麦を育てて茅葺屋根

をなおし、パンを焼くワ

ークショップの第 2回

は、屋根の材料になる竹

刈りです。 

説明を聞いたのち、や

ぶから屋根材に適した竹

(マダケ)を探して切る作業では、参加者の方はすごく手

際がよく、1時間半の作業時間で 100本強の竹が集まり

ました！ 

集めた竹は保管のため、古民家の屋根下に持ち上げま

した◎ 

ランチは今回も地元の野菜を使用した特製古民家ラン

チ(大好評)を食べていただきました！ 

そしてその後の講座も引き続き竹のお話です！ 

今回のテーマの竹ですが、今は手が入らなくて荒れて

しまっている竹やぶが多くなっており、適度に刈ること

で健全な竹やぶにすることが大事ということを知ること

ができました◎    (編集委員：西口 かおり) 

★船坂のサークル活動★ 

[バレーボール]水19:30 [テニス] 土日9:00 

[カラオケ]第4 土(H28/4～休部中) 

[ゴルフ]年3～4 回 

[ヨガ]月10:00 火19:30 [趣味作品]常設展 

[グラウンドゴルフ]水・金 9:30  

県民広場→ [加工品] [ランチ] [カフェ][そば] 
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船坂住民数珠つなぎ（河中 登さん） 

 

今回は黒いニット帽にちゃんちゃんこがよくお似合いの１０班、河中登

さんから話をお聞きしました。初対面でしたがよく通る声でたくさんお話

いただきました。本当にありがたい限りです<(_ _)>。 
 

―河中さんは船坂生まれですか？ 

 河）いえいえ。生まれは神奈川で、すぐに西宮市に移ってきました。小

さいころはとにかく落ち着きがなくて、トランプとかの室内ゲームは全然

興味なく、いつもどこかケガしている子どもで。「どんなケガしよるかわ

からん」と親が心配してクラブも入らせてもらえませんでした（苦笑）。 
 

―それはまたすごいレベルですね（笑）。 

 河）何か始めてもすぐ違うものに手を出す長続きしない性分でしたが、中学の時に窓から釣りが出来そう

な川近くに住む友達に釣りに誘われ、初めて大きなフナを釣ったのが人生の転機でした。私の人生の根底に

「釣り」があると言っても過言じゃないですね（笑）。 

それから今にいたるまで釣り、特にヘラブナ釣りが続いています。 
 

―そのおかげで落ち着くようになったんですか？ 

 河）私の釣りは、全然のんびりしてないんです（苦笑）。今のアタリはなんであんな感覚だったのか？ だ

ったら次はどう仕掛ければいいのか、考えに考えて次の手を決めるいわば「攻め」で、「守り」の落ち着い

た釣りじゃないですね（笑）。 
 

―船坂を知ったのはいつ頃ですか。 

 河）父が野鳥の会に入ってたぐらいなので自然が好きだったんでしょうね。２５歳の時に親と引っ越して

きて初めて船坂に来たと思っていたんですが、「あれ？ ここって中学の時にホタルを見に来て川遊びした

ところだ」としばらくして思い出しました（苦笑）。あと、真っ先に「何て水が美味しいんだ」と感動した

ことを覚えています。今はそこまで美味しくなくなってるようなんですが…。不思議です。 
 

―お仕事は何をされているんですか？ 

 河）ドラッグストア勤務だったんですが、２８歳で結婚し、私たち夫婦は大阪の豊中に引っ越して５１歳

でまた船坂に戻りました。今もその関係の仕事はしていますが、重きをおいているのは造形作家としての活

動です。釣りが好きで”浮き”も自作するようになって造形に興味を持ちはじめました。５年前、何気なく

手先の動くまま書いた絵がなぜかとても面白く感じられたんですよ。そこから自分が表現したいものを分野

や素材に拘らず作っています。娘が芸術系の仕事をしてますが、その分野の血が私にも流れてるようです

（笑） 
 

―昨年に２班の古民家で個展を開かれていましたよね。 

 河）作品の素材探しで船坂の「古材問屋」のオーナーと知り合い、その縁でオーナーが管理されてる古民

家で個展を開きました。自分の作品は３種類ほどありますが、総称として「我空」と名付けて活動していま

す。船坂は芸術に携わっている方が多いので、その方面で何か活動が生まれてくればいいですね。 

（インタビュアー：中西 学） 
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善照学園ほっこり日記          古民家族 活動中! Vol.14 

（お便り・発信・マンスリー vol.029）   

こんにちは！善照学園です★ 

1 月は“大寒”もあり、寒い日が続き雪

が降る日も多くありました。 

子ども達にとっては、雪に触れるのが楽

しみなようで小学生以上のこども達は、

雪合戦をしたり、雪だるまを作ったりと

楽しんでいました。幼稚園以下のこども

達は、外に出るとあまりの寒さで泣き出

してしまう子も多くいました。 

インフルエンザの流行にも乗り、数名イ

ンフルエンザ感染者はいましたが、手洗

いうがいをしっかりと心掛け、感染拡大を防ぐことが

できました!! 

まだまだ寒い日が続きますが、元気いっぱいに過ごし

たいと思います。（善照学園）

こんにちは！古民家族

です！ 

１月６日(土)に茅葺

き職人さん管理の淀川

の茅場にて茅刈りをさ

せていただきました。 

参加人数は少なかったですが、快晴の中、楽しく

茅を刈ることが出来

ました。 

次回は２月１１日

(日)です。 

茅上げと麦踏みを予

定しています。 

 kominkazoku@gmail.com（古民家族）

船坂里山学校からのお知らせ

寒い１月でしたね。皆さんお変わりありませんか？里山学

校の運動場はなかなか積もった雪がとけなくて白い運動場に

なっていました。今学校では擁壁工事の真っ最中でにぎやか

な音がしています。皆様にはご迷惑をおかけいたします。 

１月２０日の餅つき体験はお天気に恵まれ、老人クラブの

お手伝いを得て、杵つき餅をお雑煮やぜんざいにしていただ

きました。その様子はベイコムの地元ニュースでも流されま

した。 

２月１０日と１８日には味噌づくり体験がありますが、大

人気で早い時期に申込が終了しました。１年のこの時期しか

出来なくて申込されても参加できなかった方又来年までお待

ちください。３月１０日（土）は船坂で取れた蒟蒻芋を使っ

てこんにゃく作り体験があります。募集は１５組となってい

ます。先着順となりますのでお早目にお申し込みください。 

参加費は７００円でお土産付きです。申込は船坂里山学校ま

でＦＡＸ（078-904-1971）でお願いします。 

ランチ・カフェグループのお知らせ 

2 月 11 日 （日）  船坂ランチ（そば粉不足の為） 

2 月 25 日 （日）  船坂ランチ 

3 月 11 日 （日）  船坂ランチ (そば粉不足の為） 

ランチ関係はいづれも 12 時～となります。 

１月２１日のカフェランチは皆様のおかげで好評に終える

ことが出来ました。今後も続けて行く予定ですので皆さんの

お越しをお待ちしています。 

～加工グループからのお知らせ～ 

船坂里山学校事務所では船坂で収穫した農産

物の手作りジャムを販売しています。 

船坂らっきょ・梅ジャム・ぶどうジャム・キ

ウイジャム・ブルーベリージャム・ゆずジャム

があります。いづれも５００円です。寒い日に

は、ゆず茶にしても暖まりますよ。 

（船坂里山学校） 

 

 

 

今年、交通事故のニュースが例年以上に

騒がれてる気がします。最近、西宮北有料道

路からでてきた車が船坂交差点を左折する

時、スピードの出すぎで歩行中の子供に危う

くぶつかりかけたとも聞きました。 

交通事故の原因は色々でしょうが、船坂では

雪や凍結も加わります。最近イライラしっぱ

なしなので、運転時は穏やかに穏やかに…と

自分に言い聞かせたいと思います(;^_^ 

（編集長：中西 学）

 

 

 編集者のつぶやき

mailto:kominkazoku@gmail.com
http://funasaka.sakura.ne.jp/wp-content/uploads/2018/01/59aa75a0f565fea1929f837b51d983a9-1.jpg
http://funasaka.sakura.ne.jp/wp-content/uploads/2018/02/d69645f63136da0c63af9589bd509c67.jpg
http://funasaka.sakura.ne.jp/wp-content/uploads/2018/02/773c16d22c2875f3b24e00d6eb0127e9.jpg

